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 世界が注目する中、貴国が９月３日に、貴国内において水爆実験

を実施したとの報道に接しました。 

 私は、「非核三原則」を柱とする「平和都市宣言」を制定している

所沢市の市長として、また、世界の恒久平和を念願する所沢市の代

表として、今まで貴国の核実験の実施ごとに貴殿に強く中止を求め

てきました。しかしながら、貴国に対し自制を求める世界の声を無

視した今回の水爆実験は断じて許されるものでは無く、改めて強く

抗議するものです。 

 貴国の今回の行為は、核軍縮・不拡散に向かっている世界の平和

と安全を脅かす重大な脅威であり、極めて遺憾であると言わざるを

得ません。 

世界の人々は国際平和の実現を強く求めており、一日も早くこの

地球上から核兵器が廃絶されることを強く願っております。 

 日本は世界で唯一の被爆国であり、その悲劇を知る日本国民とし

て、そして、核兵器のない世界を実現するためにも、貴国における

今後一切の核開発と実験の中止を求めます。 
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